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(57)【要約】
【課題】走査光学系における眼底面収差及び瞳面収差の
改善された走査型眼底撮影装置を提供する。
【解決手段】走査型眼底撮影装置１００は、走査光学系
２を用いて第１光源１０からの光を走査して被検眼５０
の眼底５０ｂに投光し、眼底５０ｂからの反射光を受光
して眼底５０ｂを撮影する。走査光学系２が、第１光源
１０からの光を第１方向に走査する第１走査部２０と、
第１走査部２０で走査された光を第１方向と交差する第
２方向に走査する第２走査部２３と、第１走査部２０と
第２走査部２３との間に配置された走査リレーレンズ部
２１、２２と、を備える。第１走査部２０及び第２走査
部２３が瞳共役面に配置されており、走査リレーレンズ
部２１、２２が、その中間部に眼底共役面２４を持つと
ともに該眼底共役面２４を挟んで二つのレンズ群２１、
２２を有し、二つのレンズ群２１、２２のそれぞれが色
収差及び球面収差を補正する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査光学系を用いて第１光源からの光を走査して被検眼の眼底に投光し、前記眼底から
の反射光を受光して前記眼底を撮影する走査型眼底撮影装置であって、
　前記走査光学系が、前記第１光源からの光を第１方向に走査する第１走査部と、前記第
１走査部で走査された光を前記第１方向と交差する第２方向に走査する第２走査部と、前
記第１走査部と前記第２走査部との間に配置された走査リレーレンズ部と、を備え、
　前記第１走査部及び前記第２走査部が瞳共役面に配置されており、
　前記走査リレーレンズ部が、その中間部に眼底共役面を持つとともに該眼底共役面を挟
んで二つのレンズ群を有し、
　前記二つのレンズ群のそれぞれが色収差及び球面収差を補正することを特徴とする走査
型眼底撮影装置。
【請求項２】
　前記二つのレンズ群が前記眼底共役面からみて同じレンズであることを特徴とする、請
求項１に記載の走査型眼底撮影装置。
【請求項３】
　前記二つのレンズ群のそれぞれが接合レンズを含むことを特徴とする、請求項１又は２
に記載の走査型眼底撮影装置。
【請求項４】
　前記二つのレンズ群のそれぞれにおいて、前記瞳共役面に最も近い位置に前記接合レン
ズが配置されていることを特徴とする、請求項３に記載の走査型眼底撮影装置。
【請求項５】
　前記二つのレンズ群のそれぞれが非球面レンズを含むことを特徴とする、請求項１～４
のいずれか１項に記載の走査型眼底撮影装置。
【請求項６】
　前記二つのレンズ群のそれぞれにおいて、光線有効径が最も大きくなる位置に前記非球
面レンズが配置されていることを特徴とする、請求項５に記載の走査型眼底撮影装置。
【請求項７】
　前記二つのレンズ群が前記眼底共役面を挟んで対称に配置されていることを特徴とする
、請求項１～６のいずれか１項に記載の走査型眼底撮影装置。
【請求項８】
　前記走査光学系が前記第２走査部の走査角に応じて点灯制御される内部固視灯用の第２
光源を更に備え、
　前記第２光源が前記走査リレーレンズ部の前記眼底共役面の近傍かつ前記走査リレーレ
ンズ部の光軸から外れた位置に配置されていることを特徴とする、請求項１～７のいずれ
か１項に記載の走査型眼底撮影装置。
【請求項９】
　前記走査光学系が前記第１走査部で走査された光のうち前記眼底の撮影範囲外の光を走
査開始点の信号として検出するための光学素子を更に備え、
　前記光学素子が前記走査リレーレンズ部の中間部に配置されていることを特徴とする、
請求項１～８のいずれか１項に記載の走査型眼底撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光を二次元走査して眼底に投光し、眼底からの反射光を受光して眼底を撮影
する走査型眼底撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　レーザー光を水平方向と垂直方向に二次元走査し、その二次元走査されたレーザー光で
眼底を照明し、眼底からの反射光を受光して眼底を撮影する走査型眼底撮影装置が知られ
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ている。　
【０００３】
　眼底の広範囲を撮影するために、光学系の構成を改善して、走査角度を広くした走査型
眼底撮影装置を実現する様々な提案が従来よりなされている。例えば特許文献１には、一
方向（水平方向）にレーザー光を高速走査する第１走査デバイスとそれと直交する方向（
垂直方向）にレーザー光を低速走査する第２走査デバイスでレーザー光を２次元走査し、
２次元走査されたレーザー光を広角の凹面鏡で反射させて眼底に投光する構成を備えた眼
底撮影装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３４９００８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、走査型眼底撮影装置においては、走査光学系（における走査リレーレンズ部
や対物レンズ部）で発生する眼底面収差が悪ければ撮影画像の解像度が悪くなり、瞳面収
差が悪ければ撮影画像の明るさが足りなくなるおそれがあるため、走査光学系での眼底面
収差や瞳面収差を改善する収差補正が必要となってくる。しかしながら、一般にレンズの
収差補正は、軸上光線は容易であり、軸外光線ほど難しくなるため、走査光線が光軸から
離れた場所を通過する走査角度の広い走査型眼底撮影装置においては収差補正が難しいと
いう問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、走査光学系における眼底面収差及び
瞳面収差の改善された走査型眼底撮影装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は、走査光学系を用いて第１光源からの光を走査し
て被検眼の眼底に投光し、前記眼底からの反射光を受光して前記眼底を撮影する走査型眼
底撮影装置であって、前記走査光学系が、前記第１光源からの光を第１方向に走査する第
１走査部と、前記第１走査部で走査された光を前記第１方向と交差する第２方向に走査す
る第２走査部と、前記第１走査部と前記第２走査部との間に配置された走査リレーレンズ
部と、を備え、前記第１走査部及び前記第２走査部が瞳共役面に配置されており、前記走
査リレーレンズ部が、その中間部に眼底共役面を持つとともに該眼底共役面を挟んで二つ
のレンズ群を有し、前記二つのレンズ群のそれぞれが色収差及び球面収差を補正すること
を特徴とする走査型眼底撮影装置を提供する（発明１）。
【０００８】
　上記発明（発明１）によれば、眼底共役面が中間部に来るように二つのレンズ群を配置
して走査リレーレンズ部を構成し、それぞれのレンズ群が色収差及び球面収差を補正する
ように構成することにより、走査光学系における眼底面収差及び瞳面収差の改善された走
査型眼底撮影装置を提供することができる。
【０００９】
　上記発明（発明１）においては、前記二つのレンズ群が前記眼底共役面からみて同じレ
ンズであることが好ましい（発明２）。
【００１０】
　上記発明（発明１，２）においては、前記二つのレンズ群のそれぞれが接合レンズを含
むことが好ましい（発明３）。
【００１１】
　前記走査リレーレンズ部で発生する眼底面収差と瞳面収差には色収差成分が多く含まれ
ている。色収差はレンズの屈折率が波長によって異なることで生じるが、この色収差を補
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正するには、屈折率の波長依存性の異なる性質を持つ二つの硝材を貼り合わせてなる接合
レンズを用いることが効果的である。この点、上記発明（発明３）によれば、眼底共役面
が中間部に来るように同じ形状を持つ二つのレンズ群を配置して走査リレーレンズ部を構
成し、それぞれのレンズ群が接合レンズを含むように構成することにより、走査光学系に
おける眼底面色収差の改善された走査型眼底撮影装置を提供することができる。
【００１２】
　上記発明（発明３）においては、前記二つのレンズ群のそれぞれにおいて、前記瞳共役
面に最も近い位置に前記接合レンズが配置されていることが好ましい（発明４）。
【００１３】
　上記発明（発明１～４）においては、前記二つのレンズ群のそれぞれが非球面レンズを
含むことが好ましい（発明５）。
【００１４】
　走査リレーレンズ部で発生する眼底面収差及び瞳面収差は、個々のレンズ面の屈折で生
じる球面収差の積算の結果である。この点、上記発明（発明５）によれば、眼底共役面が
中間部に来るように同じ形状を持つ二つのレンズ群を配置して走査リレーレンズ部を構成
し、それぞれのレンズ群が非球面レンズを含むように構成することにより、少ないレンズ
枚数で少ないレンズ面数の構成により球面レンズで発生する球面収差を補正する作用を持
つ走査リレーレンズ部を実現することができ、その結果コストを抑えつつ透過率の高い、
走査光学系における眼底面収差及び瞳面収差の改善された走査型眼底撮影装置を提供する
ことができる。
【００１５】
　上記発明（発明５）においては、前記二つのレンズ群のそれぞれにおいて、光線有効径
が最も大きくなる位置に前記非球面レンズが配置されていることが好ましい（発明６）。
【００１６】
　上記発明（発明１～６）においては、前記二つのレンズ群が前記眼底共役面を挟んで対
称に配置されていることが好ましい（発明７）。
【００１７】
　上記発明（発明１～７）においては、前記走査光学系が前記第２走査部の走査角に応じ
て点灯制御される内部固視灯用の第２光源を更に備え、前記第２光源が前記走査リレーレ
ンズ部の前記眼底共役面の近傍かつ前記走査リレーレンズ部の光軸から外れた位置に配置
されていることが好ましい（発明８）。
【００１８】
　従来、被検眼の撮影部位を固定するための内部固視灯を走査型眼底撮影装置に設ける場
合、撮影光学系とは別に内部固視灯のための光学系を設けていたため、装置全体の光学系
が複雑な構成となってしまい、装置が大型化してしまうという問題があった。上記発明（
発明８）によれば、撮影光学系の一部である走査リレーレンズ部の途中に内部固視灯用の
第２光源を配置することにより、新たに内部固視灯のための光学系を設ける必要がなくな
るため、装置全体の光学系の構成を単純化することができ、装置の小型化が可能となる。
また、撮影動作を邪魔することなく被検者の固視を安定させることができる。
【００１９】
　上記発明（発明１～８）においては、前記走査光学系が前記第１走査部で走査された光
のうち前記眼底の撮影範囲外の光を走査開始点の信号として検出するための光学素子を更
に備え、前記光学素子が前記走査リレーレンズ部の中間部に配置されていることが好まし
い（発明９）。
【００２０】
　走査型眼底撮影装置においては、第１走査部の走査開始を検出し、その検出信号を使っ
て眼底反射光の受光信号に基づき眼底像を構築する必要がある。このとき、第１走査部の
走査開始点の検出には、第１走査部の走査光の一部を抜き取るミラーを第１走査部と走査
リレーレンズ部との間に配置し、抜き出した走査光を受光素子で検出する方法が用いられ
る。当該ミラーは眼底撮影光束に空間的に干渉しないように配置する必要があるが、第１
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走査部と走査リレーレンズ部とが近い場合、ミラーを配置することが空間的に難しくなる
。また、第１走査部が高速回転するため、光学調整作業に危険が伴うこともある。上記発
明（発明９）によれば、走査リレーレンズ部の中間部、特に眼底共役面付近では眼底撮影
光束が狭くなるため、眼底の撮影範囲外の光を検出するための光学素子を自由度高く配置
することができ、また、走査リレーレンズ部の中間部は高速回転する第１走査部から空間
的に十分離れているため、光学調整作業に危険を伴うこともなくなる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、走査光学系における眼底面収差及び瞳面収差の改善された走査型眼底
撮影装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る走査型眼底撮影装置の光学構成図である。
【図２】同第１実施形態に係る走査型眼底撮影装置の機能ブロック図である。
【図３】同第１実施形態に係る走査型眼底撮影装置の走査光学系の光学構成図である。
【図４】同第１実施形態における瞳面収差の改善状況を示す説明図である。
【図５】同第１実施形態における眼底面収差の改善状況を示す説明図である。
【図６】視度調整動作におけるピントと明るさの最良状態のずれについての説明図である
。
【図７】視度調整動作におけるピントと明るさの最良状態のずれが解消された状態につい
ての説明図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る走査型眼底撮影装置の走査光学系（走査光学系内に
内部固視灯を配置）の光学構成図である。
【図９】同第２実施形態における内部固視灯用光源の点灯制御方法を示す説明図である。
【図１０】同第２実施形態に係る走査型眼底撮影装置の走査光学系（走査光学系内に内部
固視灯を配置）の変形例の光学構成図である。
【図１１】本発明の第３実施形態に係る走査型眼底撮影装置の走査光学系（第１走査部の
走査開始点を検出するための機構を配置）の光学構成図である。
【図１２】同第３実施形態に係る走査型眼底撮影装置の走査光学系（第１走査部の走査開
始点を検出するための機構を配置）の変形例の光学構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下で説明される実
施形態は例示であり、本発明はこれら実施形態に限定されるものではない。
【００２４】
＜第１実施形態＞
　走査型眼底撮影装置においては、走査光学系（における走査リレーレンズ部や対物レン
ズ部）で発生する眼底面収差が悪ければ撮影画像の解像度が悪くなり、瞳面収差が悪けれ
ば走査光が虹彩でブロックされて眼底に到達しない光線が発生することで撮影画像の明る
さが足りなくなるおそれがあるため、走査光学系での眼底面収差や瞳面収差を改善する収
差補正が必要となってくる。しかしながら、一般にレンズの収差補正は、軸上光線は容易
であり、軸外光線ほど難しくなるため、走査光線が光軸から離れた場所を通過する走査角
度の広い走査型眼底撮影装置においては収差補正が難しいという問題がある。この問題を
解決すべく、本実施形態に係る走査型眼底撮影装置では、眼底共役面が中間部に来るよう
に同じ形状を持つ二つのレンズ群を配置して走査リレーレンズ部を構成し、それぞれのレ
ンズ群が非球面レンズを含むように構成されることを特徴としている。
【００２５】
　図１に示すように、本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００では、レーザー光源１
０からのレーザー光は、集光レンズ１１を通過して眼底共役面と共役な位置に配置された
投光ピンホール１２に入射する。集光レンズ１１で絞られたレーザー光は投光系フォーカ
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スレンズ（コリメートレンズ）１３により平行光束にされ、光路分割ミラー（ロッドミラ
ー）１４に入射する。集光レンズ１１、投光ピンホール１２、投光系フォーカスレンズ１
３は、レーザー光源１０から射出した光をスポット状の照明光として被検眼５０の瞳５０
ａを介して眼底５０ｂに投光する投光光学系１を構成している。
【００２６】
　光路分割ミラー１４に入射したレーザー光はそこで反射されて測定対象となる被検眼５
０方向に方向を変え、第１走査デバイス２０に入射されて横方向（水平方向）に高速走査
される。高速に走査されたレーザー光は、第１走査リレーレンズ群２１、第２走査リレー
レンズ群２２を介して第２走査デバイス２３に入射され、第１走査デバイス２０の走査方
向と交差する方向、すなわち縦方向（垂直方向）に低速走査される。第１走査デバイス２
０は、例えばミラー面を６個有するポリゴンミラーで、紙面に垂直な回転軸を中心に回転
してレーザー光を水平に走査する。一方、第２走査デバイス２３は、例えば走査方向が第
１走査デバイス２０と９０度異なるガルバノミラーで、レーザー光を垂直に走査する。第
１走査デバイス２０及び第２走査デバイス２３の二つの走査デバイスで測定光を走査する
ことにより、測定光は被検眼眼底を２次元的に走査することが可能となる。第１走査デバ
イス２０、第１走査リレーレンズ群２１、第２走査リレーレンズ群２２、第２走査デバイ
ス２３は、走査光学系２を構成している。第１走査デバイス２０、第２走査デバイス２３
は反射ミラーであるため、反射後の光線は折り返して描くべきであるが、図１では透過光
線として描いている。これは反射光線の形で描くことで、光線図が複雑になることを避け
るためである。
【００２７】
　走査光学系２で水平、垂直方向に走査されたレーザー光は、第１対物レンズ群３０と第
２対物レンズ群３１で構成された対物レンズ光学系３に入射する。第１走査デバイス２０
及び第２走査デバイス２３で２次元的に走査されたレーザー光は、照明走査光として対物
レンズ光学系３を経て被検眼５０の瞳５０ａに入射し眼底５０ｂに投影される。眼底５０
ｂはレーザー光で水平方向と垂直方向にラスタスキャンされ、走査領域内の眼底５０ｂが
レーザー光により照明される。
【００２８】
　眼底５０ｂに投影されたレーザー光は眼底５０ｂで反射され、その反射光は、同じ光路
を逆方向に進み、対物レンズ光学系３を通過する。対物レンズ光学系３は、その第１対物
レンズ群３０と第２対物レンズ群３１間に、眼底共役面３２が存在するように、構成され
ており、当該眼底共役面３２に、眼底像が形成される。
【００２９】
　対物レンズ光学系３を通過したレーザー光は、走査光学系２で垂直、水平方向に逆走査
され、走査光学系２に入射する前の光線より太い光束を持つ光線となって光路分割ミラー
１４に入射する。光路分割ミラー１４は、中心が光軸に一致して配置され、ミラー外部か
らの反射光を受光光学系４に通すので、光路を投光光路と受光光路に分割する。一方、光
路分割ミラー１４より被検眼側の光路は投光光学系１並びに受光光学系４に対して共通な
光路となっている。
【００３０】
　受光光学系４は、受光系フォーカスレンズ４０、遮光部材４１、受光ピンホール４２、
受光素子４３から構成され、光路分割ミラー１４を通過した眼底５０ｂからの反射光は、
受光系フォーカスレンズ４０、受光ピンホール４２を通過して、受光素子４３で受光され
る。受光ピンホール４２は、眼底５０ｂと共役な位置近傍に配置され、遮光部材４１は、
被検眼の前眼部５０ａ、例えば瞳あるいは水晶体と共役な位置近傍に配置され、対物レン
ズ光学系３のレンズ面からの有害反射光を遮光して中心スポット像（偽像）の発生を回避
する。
【００３１】
　受光素子４３は、例えばフォトダイオードで構成され、ラスタスキャンされた眼底５０
ｂの各点の反射光の輝度情報を画像処理部４４に送る。画像処理部４４は、眼底５０ｂの
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走査位置とその反射光の輝度情報から眼底像を構築する。このように構築された眼底像は
、図示されていないが、記憶装置に格納されたり、ディスプレイに表示されたり、あるい
はプリンターにより印刷される。
【００３２】
　ここで、カラー眼底画像を撮影するために、実際にはレーザー光源１０は赤色光を発す
る赤色レーザー光源、緑色光を発する緑色レーザー光源、青色光を発する青色レーザー光
源及び近赤外光を発する近赤外レーザー光源の四つの光源で構成され、受光素子４３はそ
れに応じて赤色光を受光する受光素子、緑色光を受光する受光素子、青色光を受光する受
光素子及び近赤外光を受光する受光素子の四つの受光素子で構成されるが、図１には図示
しておらず、本実施形態ではその説明を省略する。なお、近赤外光は後述する連続撮影モ
ードで用いられ、可視光である赤色光、緑色光及び青色光は後述するカラー画像撮影モー
ドで用いられる。
【００３３】
　図２は本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００の内部構成を示すブロック図である
。走査型眼底撮影装置１００は、レーザー光源１０の光量制御や投光系フォーカスレンズ
１３のフォーカス制御等を行う投光部２００と、第１走査デバイス２０及び第２走査デバ
イス２３の駆動制御等を行う走査部３００と、受光系フォーカスレンズ４０のフォーカス
制御等を行う受光部４００と、画像処理部４４を制御して眼底画像の生成等を行う画像取
り込み部５００と、前眼部照明（不図示）や後述する内部固視灯の点灯制御等を行う照明
部６００と、各部を制御する制御部７００と、タッチパネル等によって各種情報入力が可
能な入力部８００とを備えており、各部間には制御信号又はデータ信号を伝送するために
バスが設けられている。また、制御部７００には、撮影した眼底画像等を取り込み、表示
・記憶等が可能な外部端末９００が接続されている。制御部７００によって各部を介して
走査型眼底撮影装置１００の各種制御が行われる。
【００３４】
　図３は走査型眼底撮影装置１００の走査光学系２の詳細を示す光学構成図である。走査
光学系２において、第１走査デバイス２０と第２走査デバイス２３とはいずれも被検眼の
前眼部５０ａ、例えば瞳あるいは水晶体と共役な位置、すなわち瞳共役面に配置されてい
る。また、第１走査リレーレンズ群２１及び第２走査リレーレンズ群２２は第１走査デバ
イス２０と第２走査デバイス２３との間に配置されており、第１走査リレーレンズ群２１
と第２走査リレーレンズ群２２との中間部に眼底共役面２４が存在するように構成されて
いる。第１走査リレーレンズ群２１と第２走査リレーレンズ群２２とが同じ形状を持ち、
眼底共役面２４を挟んで対称に配置されている。
【００３５】
　第１走査リレーレンズ群２１は非球面レンズ２１ａと接合レンズ２１ｂとを備える。光
線有効径が最も大きくなる位置に非球面レンズ２１ａを配置することが球面収差補正に対
して最も効果的であるため、図３においては、非球面レンズ２１ａが眼底共役面２４に最
も近い位置（第２走査リレーレンズ群２２側）に、接合レンズ２１ｂが瞳共役面に最も近
い位置（第１走査デバイス２０側）に配置されている。また、第２走査リレーレンズ群２
２も非球面レンズ２２ａと接合レンズ２２ｂとを備え、非球面レンズ２２ａが眼底共役面
２４に最も近い位置（第１走査リレーレンズ群２１側）に、接合レンズ２２ｂが瞳共役面
に最も近い位置（第２走査デバイス２３側）に配置されている。
【００３６】
　このように眼底共役面２４が中間部に来るように同じ形状を持つ二つのレンズ群である
第１走査リレーレンズ群２１及び第２走査リレーレンズ群２２を配置して走査リレーレン
ズ部を構成し、それぞれのレンズ群が非球面レンズ２１ａ、２２ａを含むように構成する
ことにより、走査リレーレンズ部で発生する球面収差を効率よく補正することが可能にな
り、少ないレンズ枚数で少ないレンズ面数の構成を備えた走査リレーレンズ部を実現する
ことができ、その結果コストを抑えつつ透過率の高い、走査光学系２における眼底面収差
及び瞳面収差の改善された走査型眼底撮影装置を提供することができる。また、それぞれ



(8) JP 2021-62162 A 2021.4.22

10

20

30

40

50

のレンズ群が非球面レンズ２１ａ、２２ａに加えて接合レンズ２１ｂ、２２ｂを含むよう
に構成することにより、走査リレーレンズ部で発生する色収差を効率よく補正することが
可能になり、走査光学系２における眼底面色収差の改善された走査型眼底撮影装置を提供
することができる。前述の接合レンズ２１ｂ、２２ｂは、効率よく色収差を補正するため
に、屈折率の波長依存性の異なる性質を持つ二つの硝材を貼り合わせた構造としている。
【００３７】
　なお、第１走査リレーレンズ群２１及び第２走査リレーレンズ群２２は、全体として色
収差及び球面収差を補正可能な構成であればよい。つまり、第１走査リレーレンズ群２１
、第２走査リレーレンズ群２２のそれぞれで、色収差及び球面収差の両方を補正してもよ
い。上記構成はその一例であり、その意味において第１走査リレーレンズ群２１と第２走
査リレーレンズ群２２とが同じ形状である必要はなく、眼底共役面２４からみて実質的に
同じ特性を持つレンズであればよい。また、第１走査リレーレンズ群２１、第２走査リレ
ーレンズ群２２のいずれか一方で主に色収差を補正し、もう一方で主に球面収差を補正可
能に構成してもよい。この場合、通常、第１走査リレーレンズ群２１と第２走査リレーレ
ンズ群２２とは形状も含めて異なる特性を持つこともある。
【００３８】
　第１走査デバイス２０は、第１走査デバイス２０及び制御部７００に接続された駆動手
段（不図示）によって回転駆動されることにより、レーザー光が横方向（水平方向）に高
速走査されて第１走査リレーレンズ群２１に入射される。第１走査デバイス２０は、例え
ば１秒間に６６００回の連続走査を行うように駆動手段によって駆動される。
【００３９】
　第２走査デバイス２３は、第２走査デバイス２３及び制御部７００に接続された駆動手
段（不図示）によって往復駆動されることにより、レーザー光が縦方向（垂直方向）に低
速走査されて対物レンズ光学系３に入射される。第２走査デバイス２３は、例えば連続撮
影モードでは１秒間に１５回の走査を行い、眼底画像撮影モードでは０.５秒間に１回の
走査を行うように駆動手段によって駆動される。
【００４０】
　続いて、本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００を用いて眼底画像を得る方法につ
いて説明する。本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００は、制御部７００によって、
近赤外光によって眼底画像を撮影する連続撮影モードと、可視光である赤色光、緑色光及
び青色光によってカラーの眼底画像を撮影する眼底画像撮影モードとを切り替え可能に構
成されている。
【００４１】
　連続撮影モードでは、第１走査デバイス２０及び第２走査デバイス２３が連続走査して
いる状態でレーザー光源１０から近赤外光が照射され、近赤外の眼底観察画像が制御部７
００に接続された外部端末９００にライブ表示される。この近赤外光による連続撮影モー
ドを用いて眼底像のアライメント及びフォーカス調整を行う。
【００４２】
　アライメント状態を確認した後、撮影ボタン（不図示）を押すことにより連続撮影モー
ドから眼底画像撮影モードに切り替える。眼底画像撮影モードでは、赤色光、緑色光、青
色光が同時に眼底５０ｂに照明され、各色の眼底からの反射光を同時に受光して撮影し、
得られた赤色撮影画像データ、緑色撮影画像データ、青色撮影画像データを画像合成する
ことにより、カラーの眼底画像データが生成される。
【００４３】
　具体的には、撮影ボタンが押されると、第２走査デバイス２３の連続走査が一時的に停
止し、第２走査デバイス２３が撮影開始位置に移動する。そして、近赤外レーザー光源が
消灯し、代わりに赤色レーザー光源、緑色レーザー光源、青色レーザー光源が同時に点灯
し、第２走査デバイス２３が再び動き始めてカラー眼底画像の撮影が開始される。カラー
眼底画像の１回の撮影は、例えば０.５秒間の縦方向走査により３３００×３３００の画
像データを赤色光、緑色光、青色光のそれぞれについて同時に取得する。得られた赤色眼
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底画像データ、緑色眼底画像データ、青色眼底画像データを合成し、ガンマ処理等を施し
てカラーの眼底画像データが生成される。
【００４４】
　眼底画像の撮影が終了すると、赤色レーザー光源、緑色レーザー光源、青色レーザー光
源が消灯し、赤外の眼底観察画像が外部端末９００にライブ表示される状態に戻る。
【００４５】
　本実施形態に係る走査光学系２の構成により、瞳面収差及び眼底面収差が改善されるこ
とを、図４及び図５を用いて説明する。図４は、当該走査リレーレンズ部による瞳面収差
の改善状況を示す説明図であり、図５は、当該走査リレーレンズ部による眼底面収差の改
善状況を示す説明図である。
【００４６】
　具体的に説明すると、図４は、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ群か
らなる走査リレーレンズ部のみを対象として、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレ
ーレンズ群に非球面レンズも接合レンズも使用しない場合と、第１走査リレーレンズ群及
び第２走査リレーレンズ群に非球面レンズ及び接合レンズを使用した場合それぞれの光学
シミュレーションを行い、瞳共役面での横収差を評価した結果を比較したものである。
【００４７】
　図４（ａ）は第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ群に非球面レンズも接
合レンズも使用しない場合、（ｂ）は第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ
群に非球面レンズ及び接合レンズを使用した場合であり、第１走査デバイスの走査ミラー
面を物点として、第１走査リレーレンズ群の有効径全体を通るように検査光を入射させ、
瞳共役面（収差評価面）での横収差をグラフ化している。図４（ａ）及び（ｂ）の右側の
横収差図における縦軸の収差スケールは１ｍｍであり、４本の線は上からそれぞれ入射す
る光線の波長を４９０ｎｍ、５６０ｎｍ、６５０ｎｍ、７８０ｎｍとした場合の横収差を
示している。
【００４８】
　図４の評価結果によれば、色収差は（ａ）と（ｂ）とで同レベルであるが、収差図はフ
ラットであるほど収差が少ないことを示すので、横収差は（ａ）よりも（ｂ）の方がよい
ことがわかる。つまり、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ群に非球面レ
ンズ及び接合レンズを使用した場合、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ
群に非球面レンズも接合レンズも使用しない場合よりも瞳面収差が改善していることにな
る。
【００４９】
　また、図５は、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ群からなる走査リレ
ーレンズ部のみを対象として、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ群に非
球面レンズも接合レンズも使用しない場合と、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレ
ーレンズ群に非球面レンズ及び接合レンズを使用した場合それぞれの光学シミュレーショ
ンを行い、眼底共役面での横収差を評価した結果を比較したものである。
【００５０】
　図５（ａ）は第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ群に非球面レンズも接
合レンズも使用しない場合、（ｂ）は第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ
群に非球面レンズ及び接合レンズを使用した場合であり、物点を無限遠として所定の光束
径の平行光束を検査光として第１走査リレーレンズ群に入射させ、無収差の模擬眼の眼底
面（収差評価面）に結像する光線の収差をグラフ化している。このとき、第１走査デバイ
スで走査して第１走査リレーレンズ群に入射するようにシミュレートすることにより、各
走査角における眼底面収差を得ることができる。図５（ａ）及び（ｂ）の右側の横収差図
における縦軸の収差スケールは１ｍｍであり、４本の線は上からそれぞれ入射する光線の
波長を４９０ｎｍ、５６０ｎｍ、６５０ｎｍ、７８０ｎｍとした場合の横収差を示してい
る。また、図中の収差評価面におけるＡ点は走査角０度、Ｂ点は走査角１１度、Ｃ点は走
査角１７度、Ｄ点は走査角２２度の結像点であり、図５（ａ）及び（ｂ）の右側には各点
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（走査角）における横収差図が示されている。
【００５１】
　図５の評価結果によれば、色収差、横収差いずれも（ａ）よりも（ｂ）の方がよいこと
がわかる。つまり、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ群に非球面レンズ
及び接合レンズを使用した場合、第１走査リレーレンズ群及び第２走査リレーレンズ群に
非球面レンズも接合レンズも使用しない場合よりも眼底面収差が改善していることになる
。
【００５２】
　ここで、被検眼の視度調整操作を行うために、一般に走査型眼底撮影装置には視度調節
機構が設けられる。本実施形態では、投光光学系１には投光系フォーカスレンズ１３が、
受光光学系４には受光系フォーカスレンズ４０が視度調節のために設けられている。従来
、投光光学系に設けられたフォーカスレンズと受光光学系に設けられたフォーカスレンズ
とは光軸に沿って連動して等量移動させているが、例えばそれぞれのフォーカスレンズの
基準位置が最適でないケースも光学調整上発生する。理想的な視度調整状態は、全ての視
度調整範囲において、ピントが最良でありかつ撮影画像の明るさも最良であることである
が、光学調整が最良でない場合には、ピントは最良であるが画像の明るさが最良ではない
、という現象が発生してしまうという問題がある。
【００５３】
　この問題を解決するために、本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００では、投光光
学系１が投光系フォーカスレンズ１３（第１視度調整機構）を、受光光学系４が受光系フ
ォーカスレンズ４０（第２視度調整機構）を備えており、投光系フォーカスレンズ１３及
び受光系フォーカスレンズ４０の視度調整時の動作が連動しない光学調整モードを実行可
能なように構成されている。具体的には、光学調整時には、光学調整モードにして投光系
フォーカスレンズ１３及び受光系フォーカスレンズ４０を連動させず、それぞれ独立して
フォーカスレンズを移動させることができるようにし、光学調整後は光学調整モードをオ
フにして、投光系フォーカスレンズ１３及び受光系フォーカスレンズ４０を連動させるこ
とができるようにする。これにより、まずは光学調整モードにして、投光系フォーカスレ
ンズ１３及び受光系フォーカスレンズ４０を連動させず、それぞれ独立して二つのフォー
カスレンズを移動させることにより、ピントと画像の明るさの最良条件を揃えた上で、光
学調整モードを解除し、投光系フォーカスレンズ１３及び受光系フォーカスレンズ４０を
連動させて視度調整動作を行うことができる。
【００５４】
　光学調整モードを用いた視度調整により撮影画像のピントと明るさを最良条件に揃える
ことについて、図６及び図７を用いて説明する。光学調整したが投光系フォーカスレンズ
１３及び受光系フォーカスレンズ４０の基準位置が少しずれている場合に、視度０ｄｉｏ
ｐｔｅｒ（［Ｄ］）を撮影したときの撮影画像のピント及び撮影画像の明るさの点数結果
を示したものが図６である。図６のグラフの横軸は視度調整の位置であり、縦軸は撮影画
像のピント及び撮影画像の明るさを点数化した数値である。数値が高いほど点数がよいこ
とを示している。
【００５５】
　図６に示すように、ピントが最良である視度は０［Ｄ］となっているため、投光系フォ
ーカスレンズ１３のレンズ位置の調整は最適に行われていると判断される。しかし、撮影
画像の明るさの最良状態は０［Ｄ］ではなく－２［Ｄ］であり、ずれがあるため、このま
までは視度０［Ｄ］においては撮影画像のピントは最良状態であっても明るさは最良状態
にはないことになる。
【００５６】
　上述の光学調整モードを用いることにより、投光系フォーカスレンズ１３及び受光系フ
ォーカスレンズ４０の二つのフォーカスレンズを連動させず、独立して移動させることが
できるため、投光系フォーカスレンズ１３の基準位置は０［Ｄ］のまま固定し、受光系フ
ォーカスレンズ４０のみ基準位置を－２［Ｄ］だけずらすことが可能である。このような
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光学調整を行なった結果を示したものが図７であり、グラフの縦軸及び横軸は図６と同じ
である。図７によれば、視度０［Ｄ］において撮影画像のピント及び明るさ両方が最良状
態にあることがわかる。
【００５７】
　このように、光学調整時には、光学調整モードにして投光系フォーカスレンズ１３及び
受光系フォーカスレンズ４０を連動させず、それぞれ独立してフォーカスレンズを移動さ
せることができるようにし、光学調整後は光学調整モードをオフにして、投光系フォーカ
スレンズ１３及び受光系フォーカスレンズ４０を連動させることができるようにすること
により、撮影画像のピント及び明るさ両方が最良状態になった状態で視度調整ができるよ
うになる。また、医師や被検者が投光系フォーカスレンズ１３及び受光系フォーカスレン
ズ４０の調整を連動で行うか独立に行うかを切り替え可能に構成することにより、撮影画
像の明るさとピントとを独立に調整することが可能になるので、例えば被検眼の病変部位
が全体の網膜から浮き上がっている場合には、医師が意図した場所にピントを合わせつつ
、フォーカスを調整することとは独立して、眼底撮影画像の明るさの最良状態を探し出す
ことも可能となる。
【００５８】
＜第２実施形態＞
　従来、被検眼の撮影部位を固定するための内部固視灯を走査型眼底撮影装置に設ける場
合、撮影光学系とは別に内部固視灯のための光学系を設けていたため、装置全体の光学系
が複雑な構成となってしまい、装置が大型化してしまうという問題があった（例えば特開
２０１７－０７０６３５号公報には、被検眼に内部固視灯を投影するための投影光学系を
撮影光学系とは別に設けた眼科装置が開示されている。）。この問題を解決すべく、本実
施形態に係る走査型眼底撮影装置では、内部固視灯のための投影光学系を別途設けず、走
査光学系が第２走査部の走査角に応じて点灯制御される内部固視灯用光源を更に備え、内
部固視灯用光源が走査リレーレンズ部の眼底共役面の近傍かつ走査リレーレンズ部の光軸
から外れた位置に配置されるように構成されることを特徴としている。
【００５９】
　図８は本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００の走査光学系２Ａの光学構成図であ
り、（ａ）は走査光学系２Ａを上（鉛直方向）から見た図、（ｂ）は走査光学系２Ａを横
（水平方向）から見た図である。本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００の走査光学
系２Ａ以外の構成は第１実施形態と同様であるため、図示及びその詳細な説明を省略する
。
【００６０】
　走査光学系２Ａは、第１走査デバイス２０、第１走査リレーレンズ群２１、第２走査リ
レーレンズ群２２、第２走査デバイス２３及び一つの内部固視灯用光源２５を備えるよう
に構成されている。走査光学系２Ａにおいても、第１実施形態と同様に、第１走査デバイ
ス２０と第２走査デバイス２３とはいずれも被検眼の前眼部５０ａ、例えば瞳あるいは水
晶体と共役な位置、すなわち瞳共役面に配置されている。また、第１走査リレーレンズ群
２１及び第２走査リレーレンズ群２２は第１走査デバイス２０と第２走査デバイス２３と
間に配置されており、第１走査リレーレンズ群２１と第２走査リレーレンズ群２２との中
間部に眼底共役面２４が存在するように構成されている。第１走査リレーレンズ群２１と
第２走査リレーレンズ群２２とが同じ形状を持ち、眼底共役面２４を挟んで対称に配置さ
れている。第１走査デバイス２０、第１走査リレーレンズ群２１、第２走査リレーレンズ
群２２及び第２走査デバイス２３の構成は第１実施形態と同様であるため、その詳細な説
明を省略する。
【００６１】
　走査光学系２Ａにおいて、内部固視灯用光源２５は、第１走査リレーレンズ群２１及び
第２走査リレーレンズ群２２からなる走査リレーレンズ部の中間部にある眼底共役面２４
の近傍、かつ眼底を撮影する走査光束の障害とならないように、当該走査リレーレンズ部
の光軸から外れた位置に配置されている。具体的には本実施形態では、内部固視灯用光源
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２５は、図８（ａ）に示すように、平面視で走査リレーレンズ部の中間部にある眼底共役
面２４上かつ走査リレーレンズ部の光軸上で、図８（ｂ）に示すように、側面視で走査リ
レーレンズ部の光軸から下方向に距離ｄ１だけ外れた位置に配置されている。
【００６２】
　内部固視灯用光源２５は、第２走査デバイス２３の走査角に応じて点灯制御され、これ
により被検者が走査型眼底撮影装置１００の対物レンズ鏡筒を覗いたときに、対物レンズ
上に内部固視灯が見える位置を所望の位置に調整することができる。
【００６３】
　図９を用いて内部固視灯用光源２５の点灯制御方法を説明する。対物レンズ面３４の中
央付近に内部固視灯が点滅するようにするためには、第２走査デバイス２３の往復駆動中
、予め計算した所定の走査角度にて内部固視灯用光源２５を瞬間点灯させ、それ以外の走
査角度では内部固視灯用光源２５を消灯させるように、制御部７００によって第２走査デ
バイス２３の動作に同期させて内部固視灯用光源２５を点灯制御する。
【００６４】
　例えば、図９（ａ）に示すように、対物レンズ鏡筒３３の対物レンズ面３４上の中心部
、すなわち対物レンズ光学系３の光軸上に内部固視灯Ｌが点滅するようにしたい場合を想
定すると、内部固視灯用光源２５が走査リレーレンズ部の光軸から下方向に距離ｄ１だけ
外れた位置に配置されているため、図９（ｂ）に示すように、第２走査デバイス２３が走
査角０度になったときではなく、距離ｄ１のずれに合わせて走査角０度からθだけずれた
走査角度になったときに内部固視灯用光源２５を点灯時間ｔだけ点灯させる。このように
内部固視灯用光源２５の点灯制御を第２走査デバイス２３の走査角に応じて行うことによ
り、対物レンズ光学系３の光軸上に内部固視灯Ｌを点滅表示させることができる。
【００６５】
　内部固視灯用光源２５の点灯タイミングを決定するための第２走査デバイス２３の走査
角度を変更すると、図９（ａ）に示された内部固視灯の点灯位置を縦方向に任意に変更す
ることができる。また、内部固視灯用光源２５の点灯時間を変えることにより、対物レン
ズ面３４上に表示される内部固視灯のサイズを変更することができる。このような変更は
、検者が入力部８００を用いて制御部７００に対して走査角度のずれθや点灯時間ｔの指
定を行うことにより実現できる。
【００６６】
　このように撮影光学系の一部である走査リレーレンズ部の途中に内部固視灯用の第２光
源を配置することにより、新たに内部固視灯のための光学系を設ける必要がなくなるため
、装置全体の光学系の構成を単純化することができ、装置の小型化が可能となる。また、
撮影動作を邪魔することなく被検者の固視を安定させることができる。
【００６７】
（変形例）
　図１０は本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００の走査光学系の変形例（走査光学
系２Ａａ）の光学構成図であり、（ａ）は走査光学系２Ａａを上（鉛直方向）から見た図
、（ｂ）は走査光学系２Ａａを横（水平方向）から見た図である。この変形例では、内部
固視灯用光源が一つではなく複数配置される。走査光学系２Ａａは、第１走査デバイス２
０、第１走査リレーレンズ群２１、第２走査リレーレンズ群２２、第２走査デバイス２３
及び五つの内部固視灯用光源２５ａ、２５ｂ、２５ｃ、２５ｄ、２５ｅを備えるように構
成されている。なお、内部固視灯用光源を五つとしたのは例示であり、これに限られるも
のではない。
【００６８】
　走査光学系２Ａａにおいて、内部固視灯用光源２５ａ、２５ｂ、２５ｃ、２５ｄ、２５
ｅは、第１走査リレーレンズ群２１及び第２走査リレーレンズ群２２からなる走査リレー
レンズ部の中間部にある眼底共役面２４の近傍、かつ眼底を撮影する走査光束の障害とな
らないように、当該走査リレーレンズ部の光軸から外れた位置に配置されている。具体的
には、本実施形態では、内部固視灯用光源２５ａ、２５ｂ、２５ｃ、２５ｄ、２５ｅは、
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図１０（ａ）に示すように、平面視で走査リレーレンズ部の中間部にある眼底共役面２４
上に、第１走査デバイス２０の走査方向と平行な方向に一列に並んでおり、図１０（ｂ）
に示すように、側面視で走査リレーレンズ部の光軸から下方向に距離ｄ1だけ外れた位置
に配置されている。
【００６９】
　内部固視灯用光源２５ａ、２５ｂ、２５ｃ、２５ｄ、２５ｅは、第２走査デバイス２３
の走査角に応じて点灯制御され、これにより被検者が走査型眼底撮影装置１００の対物レ
ンズ鏡筒を覗いたときに、対物レンズ上に内部固視灯が見える位置を所望の位置に調整す
ることができる。内部固視灯用光源２５ａ、２５ｂ、２５ｃ、２５ｄ、２５ｅの点灯制御
方法は、図９を用いて上述した通りであるが、本変形例のように複数の内部固視灯用光源
２５ａ、２５ｂ、２５ｃ、２５ｄ、２５ｅを第１走査デバイス２０の走査方向と平行な方
向に一列に並べて配置し、そのうちどの内部固視灯用光源を点灯させるかを選択すること
により、図９（ａ）の対物レンズ面３４に示された内部固視灯の点灯位置を横方向の複数
の位置から選択的に変更することができる。
【００７０】
＜第３実施形態＞
　走査型眼底撮影装置においては、第１走査部の走査開始を検出し、その検出信号を使っ
て眼底からの反射光の受光信号から眼底像を構築する必要がある。このとき、第１走査部
の走査開始点の検出には、第１走査部の走査光の一部を抜き取るミラーを第１走査部と走
査リレーレンズ部との間に配置し、抜き出した走査光を受光素子で検出する方法が用いら
れる。眼底撮影に支障が出ないよう、当該ミラーは眼底撮影光束に空間的に干渉しないよ
うに配置する必要があるが、第１走査部と走査リレーレンズ部とが近い場合、ミラーを配
置することが空間的に難しくなる。また、第１走査部が高速回転するため、光学調整作業
に危険が伴うこともある。
【００７１】
　この問題を解決すべく、本実施形態に係る走査型眼底撮影装置では、走査光学系が第１
走査デバイスで走査された光のうち眼底の撮影範囲外の光を検出するための光学素子（走
査開始点検出用受光素子）を更に備え、その光学素子が走査リレーレンズ部の中間部に配
置されていることを特徴としている。
【００７２】
　図１１は本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００の走査光学系２Ｂの光学構成図で
あり、走査光学系２Ｂを上（鉛直方向）から見た図である。本実施形態に係る走査型眼底
撮影装置１００の走査光学系２Ｂ以外の構成は第１実施形態と同様であるため、図示及び
その詳細な説明を省略する。
【００７３】
　走査光学系２Ｂは、第１走査デバイス２０、第１走査リレーレンズ群２１、第２走査リ
レーレンズ群２２、第２走査デバイス２３及び走査開始点検出用受光素子２６を備えるよ
うに構成されている。走査光学系２Ｂにおいても、第１実施形態と同様に、第１走査デバ
イス２０と第２走査デバイス２３とはいずれも被検眼の前眼部５０ａ、例えば瞳あるいは
水晶体と共役な位置、すなわち瞳共役面に配置されている。また、第１走査リレーレンズ
群２１及び第２走査リレーレンズ群２２は第１走査デバイス２０と第２走査デバイス２３
と間に配置されており、第１走査リレーレンズ群２１と第２走査リレーレンズ群２２との
中間部に眼底共役面２４が存在するように構成されている。第１走査リレーレンズ群２１
と第２走査リレーレンズ群２２とが同じ形状を持ち、眼底共役面２４を挟んで対称に配置
されている。第１走査デバイス２０、第１走査リレーレンズ群２１、第２走査リレーレン
ズ群２２及び第２走査デバイス２３の構成は第１実施形態と同様であるため、その詳細な
説明を省略する。
【００７４】
　走査光学系２Ｂにおいて、走査開始点検出用受光素子２６は、第１走査リレーレンズ群
２１及び第２走査リレーレンズ群２２からなる走査リレーレンズ部の中間部にある眼底共
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役面２４の近傍、かつ眼底を撮影する走査光束の障害とならないように、当該走査リレー
レンズ部の光軸から外れた位置に配置されている。具体的には本実施形態では、走査開始
点検出用受光素子２６は、図１１に示すように、平面視で走査リレーレンズ部の中間部に
ある眼底共役面２４の近傍にあり、第１走査デバイス２０で走査された光のうち眼底の撮
影範囲外の光を検出するように配置されている。走査リレーレンズ部の中間部、特に眼底
共役面２４付近では眼底撮影光束が狭くなるため、眼底の撮影範囲外の位置に走査された
光を検出するための走査開始点検出用受光素子２６を自由度高く配置することができ、ま
た、走査リレーレンズ部の中間部は高速回転する第１走査デバイス２０から空間的に十分
離れているため、光学調整作業に危険を伴うこともなくなる。
【００７５】
（変形例）
　図１２は本実施形態に係る走査型眼底撮影装置１００の走査光学系の変形例（走査光学
系２Ｂａ）の光学構成図であり、走査光学系２Ｂａを上（鉛直方向）から見た図である。
この変形例では、平面視で走査リレーレンズ部の中間部にある眼底共役面２４の近傍に受
光素子を配置するのではなくミラー２７ａを配置し、ミラー２７ａで反射した反射光を、
第１走査デバイス２０で走査された光のうち眼底の撮影範囲外の光として検出すべく、走
査リレーレンズ部から外れたところに走査開始点検出用受光素子２７ｂを配置している。
【００７６】
　このように、第１走査デバイス２０で走査された光のうち眼底の撮影範囲外の位置に走
査された光を検出するための光学素子として走査リレーレンズ部の中間部に配置する光学
素子を、当該検出対象の光を直接検出する光学素子とはせず、当該検出対象の光を反射す
るミラー２７ａとし、当該ミラー２７ａで反射された光を走査リレーレンズ部から外れた
ところに配置された走査開始点検出用受光素子２７ｂで検出する構成としてもよい。
【００７７】
　以上、本発明に係る眼底撮影装置について図面に基づいて説明してきたが、本発明は上
記実施形態に限定されることなく、種々の変更実施が可能である。第２実施形態及び第３
実施形態については、必ずしも第１実施形態が前提となるものではなく、また、それぞれ
の実施形態に含まれる構成が他の実施形態に含まれる構成と組み合わせて実施されてもよ
い。
【符号の説明】
【００７８】
１００　走査型眼底撮影装置
１　投光光学系
２　走査光学系
　２０　第１走査デバイス（第１走査部）
　２１　第１走査リレーレンズ群
　２２　第２走査リレーレンズ群
　２３　第２走査デバイス（第２走査部）
　２４　眼底共役面
　２５　内部固視灯
　２６　走査開始点検出用受光素子（光学素子）
３　対物光学系
４　受光光学系
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